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Ⅰ 研究主題と副題 

確かな学力を育成するための小林市ならではの授業の創造 

小中一貫教育における系統的な指導の充実と知識・技能を活用する授業の実践を通して 

Ⅱ 主題設定の理由 

都市化・少子高齢化の進展や経済的な豊かさの実現など社会が成熟する中で、家庭や地域社会

はもとより、教育・学習の様々な活動に大きな変化が生じている。とりわけ児童生徒に関しては、

学力や体力、規範意識など多くの面で課題が指摘されている。また、学校から社会・職業への移

行をめぐっても、社会人・職業人として必要な能力と勤労観・職業観を身に付けた人材を育成す

ることが課題となっている。 

本市ではこれまで、「目指せ宮崎県一、小林の学力」をスローガンの一つに掲げ、児童生徒の

学力の向上に一丸となって取り組んできた。全国学力・学習状況調査や県の学力調査等から児童

生徒の学力の状況を把握し、「活用」に関する問題（Ｂ問題）において全国平均をやや下回る傾

向が続いていることを課題としてとらえてきた。 

そこで本市教育研究センターでは、平成２４年度から、研究主題を「確かな学力を育成するた

めの小林市ならではの授業の創造」と掲げ、３カ年計画での研究を進めてきた。 

１年次には、小・中学校９カ年を見通した「系統的な指導の充実」や「活用型授業」の在り方

について理論の構築を図り、２年次には、１年次に構築した理論をさらに実践しやすく細分化し

てアプローチの仕方に工夫を加えた。さらに、市内の各学校で実践できるように研究センターの

取組を普及させるための方法を研究し、実践化を図った。 

これまでの研究で、小林市ならではの系統一覧表を作成したことや基礎的な知識や技能を確実

に習得させるための指導の手立てとする「ＴＳＭ」の作成を行ったことで、授業における小・中

学校９カ年間の学習のつながりが見えるようになった。また、単元構成の基本形や言語活動の位

置付け方が整理できたことで、単元レベルで活用型授業を構築できるようになった。 

しかし、これまで研究内容については、市内教員に啓発を行い周知を図ってきたが、誰もが活

用型授業の実践を行っているとはいえず、今後、さらに継続した研究を行い市内教員全員で共同

実践できるようにすることが課題であった。 

そこで、３カ年計画の３年次である本年は、副題を「小中一貫教育における系統的な指導の充

実と知識・技能を活用する授業の実践を通して」とし、１、２年次の取組を市内各小・中学校で

数多く実践していくことで、活用型授業のさらなる普及と教職員の指導力の向上を図ることとし

た。 

本研究が、研究センターだけのものになってしまうことがなく、市内各小・中学校で広く実践

され、各学校の教員一人一人が共通した意識をもって実践に取り組んでいくことができれば、児

童生徒の確かな学力を育成する小林市ならではの授業が創造でき、本市の掲げる「『学びたい』

『学ばせたい』気持ちを高める小林教育」の具現化を目指すことができるのではないかと考え、

本主題を設定した。 

Ⅲ 研究目標 

  児童生徒の確かな学力の育成を目指して、小林市の児童生徒の学力の現状をとらえ、基礎的 

・基本的な知識及び技能を活用する学習活動を中核とした小林市ならではの授業を創造する。 
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Ⅳ 研究仮説 

  これまでの研究の成果を、市内各小・中学校で広く実践することで、市内の教員一人一人が 

研究センターの研究に関心をもち、課題に対して共同の意識をもって取り組むことができれば、

小林市ならではの授業を創造することができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

Ⅵ 研究内容 

１ 研究の基本的な考え方 

(1)  小林市ならではの授業づくりの基本方針 

 本年度の研究は、３カ年計画の３年次であることから、これまでの研究を踏襲し研究の

成果を検証する年と位置付ける。 

そのために、ＴＳＭを活用し系統的な指導を充実させ、活用型授業により問題解決的な学

習の中で習得した知識・技能を活用する言語活動の充実を図る授業実践を行う。このような授

業を行うことにより、思考力・判断力・表現力が育まれる中で新たな知識・技能が習得され、 

研究主題 
確かな学力を育成するための小林市ならではの授業の創造 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１年次 ２年次 ３年次 

【系統的指導研究班】 

(1)  ＴＳＭの有効活用に向

けた実践検証と内容の改

善及び普及に向けた取組 

 

【活用型授業づくり研究班】 

(2) 活用型授業を効果的

に行うための単元構成

及び言語活動の位置付

け方、課題設定の工夫 

 

【授業改善普及班】 

(3)  教員の実態・意識調査等

の実施・分析及び研究内容

の市内全教員への戦略的

な普及促進 

 

【活用型授業研究班】 

(1)   プチ授業実践の実施 

(2)   活用型授業の共同実践 

に向けたリーフレット作

成 

(3)  授業研究会における 

活用型授業の啓発 

(4)  児童生徒の意識調査 

【ＩＣＴ活用研究班】 

(1)  ＩＣＴ活用の実態調査 

(2)  ＩＣＴ活用の啓発促進 

  

 

【ＴＳＭ活用研究班】 

(1)   ＴＳＭ指導時期一覧表

作成 

(2)  アンケート調査の実施

の実施   
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【系統的指導研究班】 

◯ 系統一覧表の作成 

◯ ＴＳＭ※の内容充実 

◯ ＴＳＭを活用した授業

づくり 

 ※ ＴＳＭとは、本市教育研究セ

ンターが独自に開発した資料

（Teachers’Skill Up 

Method）の頭文字をとったもの 

 

【活用型授業づくり研究班】

◯ 理論的研究 

◯ 実践に向けた実証的研究 

・活用を意識した指導目標・

内容の明確化 

・問題解決的な学習指導過程

の工夫 



その知識・技能は、次時、あるいは次単元や他教科において意欲的かつ主体的に活用され、確

かな学力が育まれると考える。 

そこで、研究の内容としては、新たな理論の構築ではなくこれまでの研究の理論を生か

し、授業実践を深めながら研究の成果及び課題を明らかにするとともに、市内各学校の教

育実践と連携を図りながら小林市ならではの授業として広く根ざしていくようにする。 

さらに、今年度は小林市がすすめる「学力を支えるＩＣＴの活用」を図るために、授業

におけるより効果的な活用の在り方について情報提供し、各学校での積極的な活用を推進

することとした。 

 

(2) 研究組織 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活用型授業研究班の取組 

  本市教育研究センターがとらえる「活用型授業」とは、問題解決的な学習を基軸としながら、

基礎的・基本的な知識や技能の習得と活用の場面を効果的に位置付けた授業である。本年度は、

この「活用型授業」を小林市内の教員に共同実践をしてもらうことを通して、「活用型授業」の

定着が図られるようにした。 

 (1) プチ授業実践の実施 

本研究センター員が「活用型授業」や「ＴＳＭを活用した授業」を視点とした授業（プチ

授業）を６月までに実践し、授業の概要及び成果と課題について発表し合った。授業実践を

通して、学習問題や課題設定における「過剰情報の付加」、「条件・制限の付加」等の在り方

について協議し、過剰情報や条件・制限のとらえ方について共通理解を図ることができた。 

 (2) 活用型授業の共同実践に向けたリーフレット作成 

「活用型授業」を小林市の教員が広く実践できるようにするために、指導計画作成の参考

となるリーフレットを作成した。（図１） 

活用する力を高めるためには基礎的・基本的な知識や技能を活用する場面を意図的に設定

することが大切である。そのために「Ｂ問題分析を生かした学習問題及び課題設定パターン」

をもとにした「過剰情報の付加」「条件・制限の付加」の問題例を示し、授業実践が図られる

ようにした。また、単元や一単位時間のどの部分に、知識や技能を生かす言語活動が位置付

けられるかを示し、指導計画を立てる時に参考にできるようにした。 

作成したリーフレットは、各学校で、教員が必ず出入りする印刷室の壁面に掲示すること

運営委員会（教育委員会・３役・各班長副班長） 

ＴＳＭ活用研究班 活用型授業研究班 ＩＣＴ活用研究班 

研究授業検討会 
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【図２  児童生徒の意識調査の結果】 

 

で、リーフレットを見る機会を増やせるようにした。そのことを通して、活用型授業につい

ての理解を深め、各自の実践につなげられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 活用型授業 リーフレット】 

 

 (3) 授業研究会における活用型授業の啓発 

    リーフレットで示した「過剰情報の付加」「条件・制限の付加」を取り入れた活用型授業に

関する研究会を行った。研究会は、研究員及び各学校から１名以上の教員に出席してもらっ

た上で実施した。研究授業後の研究会では、ワークショップ型の手法を取り入れ、授業の成

果と課題を確認し合うとともに、日々の実践における活用型授業づくりの苦労や工夫などに

ついて協議し合い、各学校で活用型授業の実践が図られるようにした。 

 (4) 児童生徒の意識調査 

    ６月と１２月に小林市内の抽出した児童生徒を対象に意識調査を行った。「授業などで自分

の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることができる」については、６月に比べ、

１２月は「できる」と答えた児童生徒が増えた。（図２）これは、日々の学習で活用型の問題

や課題を解決する機会が増えたからだと考える。さらに、児童生徒が途中までしか説明や解

決ができない場合でも、互いに学び合ったり、補完し合ったりするなど、途中までの過程を

認める教員や友達の

支えにより、解き方

や考え方を学び、自

信を高めることがで

きたからだと考える。 
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問：授業などで自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることができる。 



【図３ 「どのような場面にＴＳＭを活用しましたか。」の回答】 

【表１ 算数・数学科（図形領域）に関わる指導時期一覧表】 

 

３ ＴＳＭ活用研究班の取組 

ＴＳＭとは、平成２４年度に本市教育研究センターが独自に、算数・数学科「図形」領域、国

語科「伝統的な言語活動と国語の特質に関する事項」において開発した指導資料である。基礎的

な知識や技能を確実に習得させるための授業における手立てのひとつで、当該単元に関わる９年

間の系統等が分かるようにした。平成２５年度は活用型授業でＴＳＭをより効果的に活用してい

くために、授業場面ごとに活用方法を整理した。本年度は、より多くの教員にＴＳＭを利用して

もらうために啓発と普及を進めた。 

(1) 指導時期一覧表の作成 

ＴＳＭを普及するため

の足がかりとして、「算

数・数学科（図形領域）

に関わる指導時期一覧

表」を作成した。（表１）

この表により、小・中学

校における算数・数学科

の図形領域がどの時期に

実施されるかが明確にな

り、教員が当該単元の授

業を構築する際にＴＳＭ

を利用しやすくした。 

(2) アンケート調査の実施 

７月に行った本市教育フォーラムにおいて、ＴＳＭの啓発活動及び各学校へ指導時期一覧表

の配布等による普及活動を行った。その後、ＴＳＭを活用して授業を行った全教員へアンケー

トを実施した。その結

果「どのような場面に

ＴＳＭを活用しました

か。」という問いについ

ては、「授業構想段階」、

「レディネスチェッ

ク」、「発問づくり」で

の活用が多いことがわ

かった。（図３）また、

「ＴＳＭを使って役立

ちましたか。」について 

は、回答者の９割以上の教員が「役に立った。」と回答し、授業前や授業の導入段階で利用し、

系統的な指導に特に役立ったことが分かった。 

指導に活用した教員の感想の中には、「先を見通した授業構想ができる。」「おさえるべきポ

イントが明確で分かりやすかった。」「e ライブラリを用いて電子黒板上で既習事項を適宜振り

返ることができ、生徒の理解を深めることができた。」などの有益な回答もあり、ＴＳＭの有

用性が認められた。 
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４ ＩＣＴ活用研究班の取組 

本市は、昨年度までにデジタル教科書、実物投影機、学習指導用ソフトウェア「ｅライブラリ」

等のＩＣＴを小・中学校の全学級に導入した。そこで、個々の教員がＩＣＴを効果的に活用して

いけるようにするための研究を進めていくこととした。 

 

(1) ＩＣＴ活用の実態調査 

市内全小・中学校教員のＩＣＴ活用に関する実態・意識調査を実施した。 

調査の結果、実物投影機は授業における活

用頻度が最も高いことが明らかとなった。し

かし、活用の目的については、理解を深めた

り、興味や関心を高めたりするための使い方

が最も多く、児童生徒が発表で使うなどの表

現力を高めるための活用は少なくなっている

ことが分かった（図４参照）。 

また、「ｅライブラリ」の活用については、

普段の授業で使用していると答えた数は、約

２３％とあまり活用されていないことが分か

った。 

 

(2)  ＩＣＴ活用の啓発促進 

ア リーフレットの作成 

教員の実態・意識調査の分析から明ら 

かとなった課題に対して、次のように 

リーフレットを作成し、全小・中学校教 

員へ配布し、啓発を図った。 

○ 第１回リーフレット 

「ＩＣＴの基本的な活用の仕方」 

…本市ＩＣＴの特長や具体的な操作

方法について 

○ 第２回リーフレット 

「ＩＣＴの発展的な活用の仕方」 

…eライブラリや実物投影機の発展的 

な活用場面・方法について 

○ 第３回リーフレット 

「児童生徒のＩＣＴ活用法」 

…習熟を図るための活用や表現力を   

高めるための活用について 

（図５参照） 

イ 研究授業におけるＩＣＴ活用 

本市教育研究センターの研究授業においてもＩＣＴの活用を行い、授業におけるＩＣＴ

の具体的な活用方法について啓発を行った。 

【図４ 実物投影機を使う目的】 

６０％ 

【図５ 第３回リーフレット】 
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小学校第２学年算数科の学習では、課題を提示する場面でプレゼンテーションソフトを利

用して児童が視覚的に問題場面を理解できるようにし、ノートにまとめたことを実物投影機

に映して発表させた。中学校第１学年理科の学習では、課題提示や実験の手順を提示する場

面でプレゼンテーションソフトを利用してテンポ良く確認できるようにし、まとめる際には

生徒のワークシート画像を提示して、理解につなげることができた。 

変容 

ウ  アンケートによる追跡調査 

リーフレットの配布や研究授業におけるＩＣＴ活

用の啓発活動を行った後に、教員の意識がどのように

変容したか、アンケートによる追跡調査を行った。実

態調査と比較すると、特に課題であった「児童生徒の

表現力を高めるための活用」について、活用している

と答えた割合が６０％から７０％へと向上した。（図

６）また、活用の少なかった eライブラリについては、

利用率が３３％となり、およそ１０％向上した。リー

フレットの内容を課題に沿った内容で全小・中学校教

員へ配付したことが効果的であったのではないかと

考える。 

 

５ 検証授業の実際 

  今年度は、研究の実践を２期に分け第Ⅰ期を「プチ授業実践及び課題把握」とし、本教育研究

センター研究員が各自授業実践を行いながら、これまでに構築した理論の確認及び課題把握を行

った。第Ⅱ期は「全体実践期」とし、Ⅰ期での実践から見られた課題や視点にそって授業実践す

ることで、これまでの研究の成果を児童生徒の姿や教員の指導の変容から把握することを目的と

した。さらに、検証授業を広く市内の教員に公開することで取組の普及を図ることとした。 

 

(1) 検証授業Ⅰ（小学校第２学年 算数科 単元名「ふえたりへったり」） 

＜本時の目標＞ 

 ○ 増増の数量に着目し、まとめて考える考え方で解くことができる。 

授業視点１ 
 学習問題及び課題設定パターンを活用して、「条件を付加」した問題を設定し、言語活動を行

うことで、児童の思考力・判断力・表現力を高めることができるか。 

授業視点２ 
 習得を踏まえて、活用の段階に進む指導過程は、児童の知識・理解、技能を生かして活用す

る力を高めることができるか。 

 

段階 学習内容及び学習活動 活用型授業の視点に立った授業の考察 

つ 

か 

む 

１ 前時までの復習を行う。 

 ・ 順に考えて ・ まとめて考えて 

２ 本時の学習問題を知る。 

 
 
 
 
 
 ○ 言葉を整理し、絵で確認する。 

  ・ 17台とまっている→はじめの数 

  ・ ４台入ってきた→入ってきた数 

  ・ ６台入ってきた→入ってきた数 

○ 情景図に表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時の説明話型を教室横に掲示してあったこ
とで、レディネスをそろえることができた。 

① レディネスチェック 

○ ICT を活用
したことで、学
習内容の理解
を高めること
ができた。 

７－７ 

 ちゅう車場に 車が １７台 とまって い
ました。 

 そこへ ４台 入ってきました。 

 また ６台 入ってきました。 

 車は 今 何台ありますか。 

 

【図６ アンケート結果】 



つ

か

む 

３ 本時のめあてをつかむ。 
 

 
 
 

見

通

す 

４ 学習の見通しをもつ。 

 ○ 解決方法と答えの見通し 

  ・ まとめて考える。 

  ・ １７台よりも増える。 

 

調
べ
る 

５ 個人で問題を解決する。 

  

○ 情景図をもとに立式し、答えを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

深
め
る 

６ 課題について話し合う。 

 ○ ペアで解決方法を伝え合う。 

 ○ 全体で話し合う。 

 ○ ペアで再度確認し合
う。 

 ○ まとめをする。 

 

 

 

 

 

確
か
め
る 

７ 適用題に取り組む。 

 ・ 教科書  P102② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習についてまとめる。 

 

 

 

 

 

(2) 検証授業Ⅱ（中学校第１学年理科 単元名「物質の状態とその変化」） 

＜本時の目標＞ 
○ 蒸留によって得られる液体成分に興味をもち、調べようとする。 
○ 沸点の違いによる物質の分離について、自らの考えを整理し、表現することができる。 
 

授業視点１ 
既習事項を確認し、それらを活用する調査活動や表現活動を取り入れれば、生

徒が意欲的・主体的に学習に取り組み、習得した知識を活用する力を高めること
ができるか。 

授業視点２ 
 本時学習内容をまとめる際の条件として科学用語をキーワードとして提示す
れば、自らの言葉で表現し説明することができるか。 

 

 ② 問題の提示及びめあての設定 
 まとめるものは何かを考えてとこう。 

 ③ 考える場の設定 

○ 導入段階で、まとめて考える解決方法について
は確認できていたので、めあての視点にそって児
童の思考を焦点化することができた。 

 ④ 考える場と表現する場の設定 

○ 前時の説明話型を提示していたことにより、筋
道立てて考えることができ、ほとんどの児童が自
力解決できた。 

○ 図を描かせておくことで、式と図と説明をつな
げて表現することができた。 

 ⑥ 課題設定の工夫 

○ 「まとめたものが分かる式をかき、丸で囲む」

と「説明する」という条件を付加したことで、児

童は式の意味を考え、丸をつけて自分の考えを明

確にできた。さらに式の意味をふまえて、説明に

生かすことができた。 

○ 確かめる段階を10分確保できた。児童が思考、

判断、表現するのに十分な時間であった。 

○ 前段階において立式や言葉に着目したことで、
児童がまとめるところを理解して問題を解くこ
とができた。 

○ 児童は流れに沿って説明できたが、考えを発展
させたり、確かに理解したりしていたか分からな
かった。また、活用できたかどうかをどう評価す
るのか、判断が難しかった。  

 増えた数をまとめて考える。 

 ⑤ 考える場と表現する場の設定 

○ ペアで自分の考えを説明する時間を設定した
ことで、自己存在感を高め、自信をもって説明
したり、発表したりすることができた。  

○ 実物投影機や黒板での説明の後、全体で確認。
その後、ペアで確認という流れを繰り返すこと
で、理解を深めることができた。 

 

授業視点１  

授業視点２  

７－８ 



段階 学習内容及び学習活動 活用型授業の視点に立った授業の考察 

つ

か

む 

１ 前時までの学習内容を振り返る。 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見
通
す 

３ 実験方法を確認する。 

 

 

調
べ
る 

４ 実験を行う。 

  蒸留実験を行い、得られた液体の性

質を調べる。 

 ・ においをかぐ。 

 ・ 火を近づける。 

 

深
め
る 

５ 考察を行う。 

  各班で示された考察をもとに、抽出

した液体がエタノールの多い液体に

なる理由を全体で確認する。 

 

 

 

 

 

ま
と
め
る 

６ 学習問題を結論づける。 

  本時学習内容を振り返り、学習問題

を結論づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 考える場の設定 

○ 実験を正確、安全に行うためのポイントや注意点

をＩＣＴを活用して提示したことで、視覚的な理解

を促すことができた。 

 ④ 考える場と表現する場の設定 

○ つかむ段階で既習の実験方法を確認したことで、

習得した知識や技能を使いながら、生徒が主体的に

グループで協力して実験を行うことができた。 

授業視点１  

 ⑤ 考える場と表現する場の設定 

◯ 実験結果の根拠を既習事項と関連させて思考さ

せるために、グループの話合いを行った。そこで出

た意見をもとに、全体での話合いを行うことで、生

徒はより深く思考し、活用する力を高めることがで

きた。 
授業視点１  

 沸点の違いを利用することによっ

て、混合物からエタノールをとり出

すことができる。(蒸留） 

 

沸点と混合物

の２つのキー

ワードを用い

て結論を書き

なさい。 

 ⑥ 課題設定の工夫 

○ 科学用語をキーワードとして取り上げ、科学的思考が高

まるように工夫したことで、学習課題のまとめを自力で考

える生徒の姿が見られた。 

○ ＩＣＴを使い、モデルとなる生徒の結論の書き方を即座

に提示したことで、評価の基準を示すとともに、全体指導

を行うことができ、生徒の理解を深めることができた。 

授業視点２  

７－９ 

① レディネスチェック 授業視点１  

○ プレゼンテーションを活用し、物質の状態変化などの

既習事項の内容をテンポ良く確認することができた。 

○ 今回の授業で使う既習事項を確認することで、生徒の

レディネスをそろえることができ、まとめの段階での表

現の手助けを行えた。 

 

混合物からエタノールをとり出

すことができるだろうか。 

・ ワイン 

・ ウイスキー 

・ 除菌アルコール 

 ② 課題の提示およびめあての設定 

○ ＩＣＴを活用し、動画を使うことで、生徒の興味・

関心を高め、実験への動機付けを行うことができ、

生徒が意欲的に取り組む手立てとなった。 

○ 思考力を高めるために日常にある混合溶液を取り

扱ったことで、生徒の中に新たな疑問が生まれ、学習

意欲を高めることができた。 



確
か
め
る 

７ 説明を聞き、身近に利用されている

蒸留への理解

を深める。 

 

 

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 成果 

◯ 活用型授業の実践回数を増やし、実践で得たことを市内の教職員に啓発したことにより、

市内で約１６０名の教員が活用型授業を参観したり、実際に授業実践を行ったりするなど、

全国学力・学習状況調査の「Ｂ問題」を意識した授業実践が増え、活用型授業に対する理解

と授業実践を広げることができた。 

◯ ＴＳＭ、ＩＣＴの活用について、「指導時期一覧表」や「リーフレット」を作成し配布した

ことにより、それぞれを活用した授業実践が増え、今後も活用したいという意識の高まりが

あった。 

 ２ 課題 

○ 研究の結果と児童生徒の学力の向上についての相関について、今後の各種学力調査等の結

果を継続して見ていく必要がある。 

○ 今後、各学校の研究との連携を図りながら、市内全体での共同実践の意識をさらに高め、

一貫した研究としていく必要がある。 
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 ⑦ 振り返る場の設定 

○ 確かめる段階で、実感を伴った理解を図るため

に、身近なところで生かされている蒸留の例（蒸留

による石油の精製）を提示したことで、生徒は学ん

だことを活用して日常生活の事象を意味づけるこ

とができた。 

７－１０ 


